
 

 

 

１．研究課題名：新バイオ液体燃料製造プロセスの開発と

その持続的社会実装支援システムの構築  

 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

北川 尚美（国立大学法人東北大学） 

   

 

３．研究実施期間：平成 27～29年度 

 

 

４．研究の趣旨・概要 

バイオ液体燃料は輸送や貯蔵が可能という特長を持ち、現在、ガソリンに最大 10%添加

可能なバイオエタノール、軽油と 100%代替可能なバイオディーゼルが製造されている。し

かし、前者はガソリン添加のための脱水工程に多大なエネルギーを要すること、後者は化

石燃料由来メタノールを用いたメチルエステルで、燃料性状が低いことが問題となってい

る。 

 本研究では、独自のイオン交換樹脂触媒法を用い、含水バイオエタノールと廃棄物系油

糧バイオマスを原料とし、今後も継続利用が見込まれるバイオディーゼルをより高性能の

エチルエステルの形で製造するプロセスを開発する。ライフサイクルアセスメント（LCA）

により経済性に加え環境適合性を解明、社会実装を支援する。 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

研究項目： 

①エタノール含水率とエステル転化率の関係を検討し許容最大含水率を解明 

②エタノール製造工程での最終含水率緩和による削減効果を LCA 評価で解明 

③含水エタノールを用いた高品質エステルの連続製造条件の最適化と燃料品質の評価 

④プロセスの LCA評価により経済性に加えて環境合理性を解明、地域条件の中から社会

実装のためのキーファクターを明示 

実施体制： 

 研究代表者 北川尚美（国立大学法人東北大学）研究項目①,③ 

 研究分担者 福島康裕（国立大学法人東北大学）研究項目②,④ 
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